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大阪編
私たちは、お客さまの安全・安心・快適、関西の
発展のため、今までも、これからも、皆さまに愛
され、信頼される「関西都市圏の大動脈」阪神高
速を実現していきます。

令和7年 7月
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く
こ
と
も
大
き
な
狙
い
の
一
つ
で
す
。
そ

の
実
現
に
は
、
紹
介
さ
れ
て
い
る
自
動
運

転
や
走
行
中
給
電
の
技
術
や
製
品
が
社
会

に
実
装
さ
れ
る
と
い
う
こ
と
が
大
変
大
事

だ
と
考
え
て
い
ま
す
。
ま
た
、
万
博
で
は

リ
ア
ル
タ
イ
ム
で
交
通
予
測
も
さ
れ
て
い

ま
す
。
こ
う
し
た
シ
ス
テ
ム
を
皆
さ
ま
に

使
っ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
交
通
需
要
の
平

準
化
に
役
立
ち
ま
す
し
、
移
動
の
計
画
を

立
て
る
際
に
も
活
用
で
き
ま
す
。
今
後
は

Ａ
Ｉ
も
ど
ん
ど
ん
実
用
化
さ
れ
て
く
る
で

し
ょ
う
し
、
よ
り
精
度
が
高
く
即
時
的
な

交
通
情
報
の
提
供
が
進
む
こ
と
を
期
待
し

て
い
ま
す
。

現
在
、
関
西
圏
で
は
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
需

要
が
増
え
、
特
に
京
都
な
ど
で
は
オ
ー
バ

ー
ツ
ー
リ
ズ
ム
の
問
題
が
顕
在
化
し
て
い

ま
す
が
、
海
外
の
世
界
的
な
観
光
都
市
と

比
べ
る
と
、
ま
だ
ま
だ
工
夫
の
余
地
が
あ

り
ま
す
。
海
外
の
方
が
日
本
で
使
う
お
金

は
年
間
お
よ
そ
8
兆
円
に
上
る
と
さ
れ
、

今
や
観
光
業
は
自
動
車
産
業
に
次
ぐ
輸
出

産
業
で
す
。
交
通
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
充
実

さ
せ
、
ぜ
ひ
広
域
周
遊
観
光
を
促
進
し
、

技
術
力
を
発
揮
す
る
こ
と
に
よ
り
、
困
難

な
建
設
現
場
の
工
事
を
可
能
に
し
、
進
捗

を
早
め
ら
れ
た
と
考
え
て
い
ま
す
。

関
経
連
は
夢
洲
で
開
催
中
の
大
阪
・
関

西
万
博
（
以
下
、
万
博
）
に
も
、
誘
致
段

階
か
ら
力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し

た
。
開
幕
後
は
連
日
多
く
の
方
々
に
ご
来

場
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。〝
島
〞
で
開
か

れ
る
万
博
は
世
界
的
に
初
め
て
と
い
う
こ

と
で
、
構
想
段
階
か
ら
ア
ク
セ
ス
の
確
保

と
そ
の
分
散
利
用
は
大
き
な
課
題
で
し

た
。
関
経
連
で
も
企
業
の
皆
さ
ま
に
在
宅

勤
務
や
時
差
出
勤
、
混
雑
が
予
想
さ
れ
る

公
益
社
団
法
人
関
西
経
済
連
合
会（
以

下
、
関
経
連
）
は
、
関
西
圏
に
拠
点
を
も

つ
企
業
・
団
体
・
学
校
法
人
を
中
心
と
し

た
約
1
3
0
0
の
会
員
の
方
々
に
支
え

ら
れ
活
動
し
て
い
る
経
済
団
体
で
す
。　

関
西
経
済
の
発
展
と
同
時
に
、
日
本
経

済
全
体
へ
の
貢
献
を
目
的
と
し
て
い
ま

す
。
会
員
は
関
心
や
関
係
の
あ
る
各
種
委

員
会
に
所
属
し
、
調
査
研
究
、
活
発
な
議

論
を
行
い
、
そ
れ
を
基
に
関
経
連
と
し
て

意
見
を
取
り
ま
と
め
て
国
や
行
政
機
関
へ

の
政
策
提
言
を
行
っ
て
い
ま
す
。

交
通
網
を
は
じ
め
と
し
た
イ
ン
フ
ラ
整

備
に
関
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
の
が
、

「
国
土
・
広
域
基
盤
委
員
会
」
で
す
。

言
う
ま
で
も
な
く
高
速
道
路
は
経
済
活

動
を
支
え
る
基
盤
で
あ
り
、
人
々
の
便
利

箇
所
を
迂
回
し
て
い
た
だ
く
働
き
か
け
を

し
て
き
ま
し
た
。

「
淀
川
左
岸
線
（
2
期
）」
に
つ
い
て
は

工
期
の
延
長
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
万
博
に
間
に
合
わ
せ
る
形
で
暫
定

供
用
が
実
現
し
ま
し
た
。

そ
こ
で
は
自
動
運
転
の
実
証
実
験
も
さ

れ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
意
味
で
は
来

場
さ
れ
る
方
が
未
来
を
体
感
す
る
機
会
に

も
な
っ
て
い
ま
す
。
今
回
の
万
博
は
一
過

性
の
イ
ベ
ン
ト
に
終
わ
ら
せ
な
い
よ
う
、

将
来
の
モ
ビ
リ
テ
ィ
社
会
に
つ
な
げ
て
い

な
暮
ら
し
の
維
持
に
欠
か
せ
ま
せ
ん
。
関

西
圏
の
都
市
交
通
に
お
い
て
、
そ
の
役
割

を
担
っ
て
い
る
の
が
阪
神
高
速
道
路
で

す
。
移
動
時
間
短
縮
に
よ
る
物
流
経
費
軽

減
や
、
貨
物
取
扱
量
の
増
加
に
伴
う
物
流

の
活
発
化
、
人
の
移
動
や
観
光
振
興
に
よ

る
地
域
の
活
性
化
は
も
ち
ろ
ん
、
一
般
道

路
の
渋
滞
緩
和
に
役
立
ち
、
環
境
に
も
大

い
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
関
西
圏
の
都
市
環
状
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
は
首
都
圏
や
中
部
圏
に
比
べ
る
と

地
形
的
な
制
約
も
多
く
、
ミ
ッ
シ
ン
グ
リ

ン
ク
（
未
接
続
区
間
）
が
大
き
な
課
題
で

す
。
そ
の
た
め
関
経
連
で
は
、
2
0
1
5

年
6
月
に
経
済
界
と
自
治
体
に
よ
り
関
西

高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
推
進
協
議
会
を

設
立
し
、
現
在
10
団
体
で
国
へ
の
要
望
活

動
を
行
っ
て
い
ま
す
。
結
果
と
し
て
こ
の

10
年
間
に
、「
淀
川
左
岸
線
延
伸
部
」「
大

阪
湾
岸
道
路
西
伸
部
」「
名
神
湾
岸
連
絡

線
」
な
ど
の
道
路
が
着
々
と
事
業
化
さ
れ

て
き
ま
し
た
。
そ
の
過
程
で
は
、
阪
神
高

速
道
路
さ
ん
が
有
料
事
業
と
し
て
参
画
し

関西圏のさらなる経済発展をめざして活動する関西経済連合会
経済と密接に関わる道路の役割と今後のあり方について伺いました

関
西
地
域
を
豊
か
に
し

日
本
経
済
全
体
に
貢
献
し
て
い
く

自
治
体
と
共
に
働
き
か
け

新
た
な
道
路
が
着
々
と
事
業
化

万
博
で
紹
介
さ
れ
た
技
術
や

製
品
を
社
会
へ
と
実
装
す
る

広
域
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が

関
西
経
済
の
未
来
を
拓
く

公益社団法人 関西経済連合会

先駆ける関西、 ファーストペンギンの心意気

専務理事 
関 総一郎 氏

よ
り
多
く
の
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
受
け
入
れ

に
尽
力
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。ま

た
、
物
流
に
つ
い
て
は
大
阪
港
と
神

戸
港
が
「
阪
神
港
」
と
し
て
国
際
コ
ン
テ

ナ
戦
略
港
湾
に
位
置
付
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
今
後
さ
ら
に
利
用
を
活
発
化
す
る
た

め
に
は
、
関
西
圏
の
高
速
道
路
を
使
っ
た

貨
物
の
集
約
が
と
て
も
重
要
で
す
。

交
通
イ
ン
フ
ラ
へ
の
取
り
組
み
は
、
陸

海
空
全
体
を
視
野
に
入
れ
て
進
め
な
け
れ

ば
な
り
ま
せ
ん
。
関
西
に
は
3
つ
の
空
港

が
あ
る
こ
と
は
大
き
な
強
み
で
す
が
、
空

港
へ
の
ア
ク
セ
ス
の
キ
ャ
パ
シ
テ
ィ
は
十

分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
特
に
日
本
は
災
害

が
多
い
国
で
す
か
ら
、
非
常
時
に
備
え
て

鉄
道
と
高
速
道
路
の
複
数
ル
ー
ト
を
、
よ

り
有
機
的
に
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
ポ
イ

ン
ト
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

同
時
に
老
朽
化
し
た
道
路
は
、
今
後
も

緻
密
な
技
術
を
も
っ
て
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
や

メ
ン
テ
ナ
ン
ス
を
お
願
い
し
た
い
と
思
い

ま
す
。

関
西
経
済
の
将
来
を
考
え
る
う
え
で
、

阪
神
高
速
道
路
の
役
割
は
極
め
て
重
要

で
、
さ
ら
な
る
整
備
に
よ
り
経
済
成
長
が

一
層
促
さ
れ
る
こ
と
を
期
待
し
ま
す
。

2025年大阪・関西万博開幕 テープカットセレモニー　
©Expo2025

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
拡
が
り
が

関
西
経
済
の
未
来
を
切
り
拓
く
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供
し
て
い
て
も
生
き
残
れ
ま
せ
ん
。

当
社
は
、
設
計
か
ら
管
理
ま
で
イ
ン
ハ

ウ
ス
で
行
っ
て
お
り
、
お
客
さ
ま
の
要
望

や
悩
み
を
ふ
ま
え
て
物
流
施
設
の
開
発
や

運
営
が
可
能
な
点
が
大
き
な
強
み
で
す
。

た
と
え
ば
今
で
は
一
番
面
積
を
使
っ
て

い
た
だ
い
て
い
る
大
手
E
C
企
業
と
は
、

同
社
が
小
規
模
だ
っ
た
頃
か
ら
の
お
付
き

合
い
で
す
が
、
そ
の
成
長
過
程
で
施
設
の

仕
様
や
場
所
を
一
緒
に
考
え
、
決
定
し
て

き
て
お
り
、お
客
さ
ま
と
一
緒
に
当
社
も
成

長
し
て
き
ま
し
た
。
ま
た
、
近
年
で
は
施
設

開
発
の
み
な
ら
ず
、
物
流
D
X
な
ど
の
コ
ン

サ
ル
テ
ィ
ン
グ
も
行
っ
て
い
ま
す
。
不
動
産
を

超
え
た
包
括
的
な
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
が
提
供

で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
の
も
、
長
年
お
客
さ

ま
の
課
題
に
伴
走
し
て
き
た
成
果
で
す
。

長
期
的
な
関
係
性
を
重
視
し
て
い
る
の

は
お
客
さ
ま
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
兵

庫
県
猪
名
川
町
に
は
延
床
面
積
が
約
11
万

坪
の
マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型
施
設
が
あ
り
ま

す
。
新
名
神
高
速
道
路
開
通
前
に
土
地
を

取
得
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
進
出
決

当
社
は
1
9
8
3
年
に
ア
メ
リ
カ
で

創
業
、
1
9
9
9
年
に
日
本
に
進
出
し
、

こ
れ
ま
で
に
国
内
で
1
2
0
棟
の
物
流

施
設
を
開
発
し
て
き
ま
し
た
。
物
流
不

動
産
の
所
有
・
運
営
・
開
発
の
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
・
グ
ロ
ー
バ
ル
企
業
と
し
て
、

Fortune

誌
『
世
界
で
最
も
賞
賛
さ
れ
る
企

業
2
0
2
5
』
の
不
動
産
部
門
で
2
年
連

定
か
ら
建
物
の
完
成
ま
で
約
7
年
か
か
り

ま
し
た
が
、
い
ま
で
も
地
域
の
一
員
と
し

て
毎
年
田
植
え
の
時
期
の
前
に
は
、
山
の

水
源
に
ま
で
出
か
け
て
い
き
清
掃
し
て
い

ま
す
。
地
域
と
共
に
活
性
化
し
て
い
く
と

い
う
姿
勢
を
大
切
に
し
て
い
ま
す
。

マ
ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型
施
設
の
ロ
ケ
ー
シ

ョ
ン
決
定
に
お
い
て
重
視
す
る
の
は
、
ま

ず
働
き
手
が
確
保
で
き
る
エ
リ
ア
か
ど
う

か
。
入
居
企
業
が
倉
庫
内
の
従
業
員
を
雇

用
さ
れ
る
際
に
、
駅
か
ら
徒
歩
圏
内
で
あ

れ
ば
通
勤
し
や
す
く
理
想
的
で
す
。

次
に
I
C
の
近
く
で
あ
る
こ
と
。
舞

洲
に
立
地
す
る
施
設
（
プ
ロ
ロ
ジ
ス
パ

ー
ク
大
阪
2
）は
阪
神
高
速
道
路
湾
岸
線

「
湾
岸
舞
洲
I
C
」
か
ら
約
2
㎞
と
近
く
、

施
設
の
特
徴
を
お
客
さ
ま
に
伝
え
る
際
に

は
、
一
番
に
P
R
し
て
い
ま
す
。
大
阪

の
湾
岸
エ
リ
ア
で
は
お
客
さ
ま
に
と
っ
て

も
阪
神
高
速
道
路
の
存
在
は
非
常
に
重
要

で
す
。
淀
川
左
岸
線
（
2
期
・
延
伸
部
）

の
開
通
を
心
待
ち
に
し
て
い
ま
す
。

舞
洲
を
検
討
さ
れ
る
方
か
ら
「
平
成
30

（
2
0
1
8
）
年
の
台
風
第
21
号
の
と
き

続
の
1
位
に
選
出
さ
れ
て
い
ま
す
。

物
流
施
設
開
発
に
お
い
て
は
主
に
3

つ
の
形
態
、
複
数
企
業
が
入
居
す
る
マ

ル
チ
テ
ナ
ン
ト
型
施
設
、
一
社
専
用
の

B
T
S（
ビ
ル
ド・ト
ゥ・ス
ー
ツ
）型
施
設
、

都
市
型
施
設
を
展
開
中
で
す
。
倉
庫
の
中

の
荷
物
は
当
社
が
取
り
扱
う
わ
け
で
は
な

く
、
物
流
事
業
者
、
3
P
L
（
サ
ー
ド
・

パ
ー
テ
ィ
・
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
）、
メ
ー
カ
ー

な
ど
、
当
社
施
設
の
入
居
企
業
様
が
荷
物

の
保
管
や
物
流
作
業
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
ホ
テ
ル
や
オ
フ
ィ
ス

の
不
動
産
の
需
要
が
減
っ
た
一
方
、
巣
ご

も
り
需
要
や
E
コ
マ
ー
ス
へ
の
転
換
の
影

響
で
、
物
流
ス
ペ
ー
ス
の
需
要
が
伸
び
ま

し
た
。
そ
の
た
め
物
流
不
動
産
へ
の
新
規

参
入
が
一
気
に
増
え
、
お
客
さ
ま
に
と
っ

て
は
こ
れ
ま
で
以
上
に
選
択
肢
が
増
え
て

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
環
境
で
は
、
す
ぐ

に
ま
ね
さ
れ
て
し
ま
う
よ
う
な
施
設
を
提

シニアバイスプレジデント　
執行役員　大阪事務所長　兼　営業部統括部長 
浜野 晃宏 氏

阪神高速道路の利用状況や事業への影響、
道路整備に寄せる期待などについて伺いました

設
計
か
ら
管
理
ま
で
自
社
対
応

顧
客
の
要
望
受
け
開
発
・
運
営

日
本
進
出
か
ら
四
半
世
紀

物
流
不
動
産
の
リ
ー
ダ
ー

駅
・
I
C
近
が
立
地
の
決
め
手

渋
滞
状
況
の
情
報
交
換
も
密
に

に
、
舞
洲
に
渡
る
橋
が
止
ま
っ
た
か
」
な
ど

と
、
尋
ね
ら
れ
ま
す
が
、
実
際
に
は
大
き
な

問
題
に
は
な
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
出
入
り
に

は
、3
ウ
ェ
イ
あ
る
か
ら
で
す
。夢
舞
大
橋
、

常
吉
大
橋
、
此
花
大
橋
が
あ
り
、
緊
急
時

の
道
路
イ
ン
フ
ラ
が
整
っ
て
い
ま
す
。

あ
と
は
渋
滞
。
独
自
の
調
査
を
し
た
う

え
で
分
析
・
予
測
も
行
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
に

よ
っ
て
は
、
自
分
で
事
前
に
実
際
に
走
っ
て

試
す
方
も
少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
だ

け
大
事
な
の
で
す
。
渋
滞
状
況
に
つ
い
て
は

お
客
さ
ま
に
聞
き
取
り
も
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
交
通
イ
ン
フ
ラ
関
係
者
の
方
々
と

情
報
交
換
す
る
機
会
も
多
く
、
道
路
整
備
の

状
況
や
渋
滞
に
つ
い
て
考
え
る
た
め
に
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
重
視
し
て
い
ま
す
。

課
題
が
あ
れ
ば
当
社
で
で
き
る
こ
と
を
ま

株式会社 プロロジス 日本法人

ず
考
え
、
場
合
に
よ
っ
て
は
行
政
に
相
談

さ
せ
て
い
た
だ
く
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。

当
社
の
お
客
さ
ま
は
、
大
阪
市
内
へ
の

配
送
に
留
ま
ら
ず
、
名
神
高
速
や
新
名
神

高
速
を
利
用
し
て
広
域
輸
配
送
に
向
か
う

企
業
が
多
く
見
受
け
ら
れ
ま
す
。
そ
の
た

め
、
市
内
と
広
域
輸
送
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と

の
適
切
な
連
携
が
非
常
に
重
要
で
す
。

舞
洲
は
大
阪
市
内
に
近
い
こ
と
が
大
き

な
利
点
で
す
が
、
広
域
輸
配
送
を
行
う
際

に
は
市
内
を
通
過
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
い
う
弱
点
も
存
在
し
ま
す
。
も
し
広
域

輸
配
送
が
よ
り
ス
ム
ー
ズ
に
行
え
る
環
境

を
今
後
整
備
で
き
れ
ば
、
舞
洲
の
魅
力
は

さ
ら
に
増
す
で
し
ょ
う
。
現
在
進
行
中
の

湾
岸
線
や
淀
川
左
岸
線
の
延
伸
計
画
は
、

舞
洲
に
拠
点
を
置
く
企
業
に
と
っ
て
大
き

な
メ
リ
ッ
ト
と
な
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

交
通
網
の
整
備
に
は
時
間
が
か
か
る
も

の
と
理
解
し
て
い
ま
す
が
、
阪
神
高
速
道

路
は
私
た
ち
に
と
っ
て
不
可
欠
な
存
在
で

す
。
い
つ
で
も
ス
ム
ー
ズ
に
利
用
で
き
る

状
況
が
維
持
さ
れ
、
さ
ら
な
る
進
化
を
遂

げ
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

プロロジスパーク猪名川１・２（写真左側が１、右側が２）

プロロジスパーク東海１　完成イメージパース

市
内
と
広
域
輸
配
送
の
連
携
へ

湾
岸
線
や
淀
川
左
岸
線
の
延
伸

に
も
期
待

物
流
不
動
産
リ
ー
ダ
ー
企
業
が
重
視
す
る

施
設
の
立
地
と
交
通
網
整
備
の
関
連
性
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の
負
担
や
搬
入
作
業
の
対
価
の
適
正
化
に

も
努
め
な
が
ら
Ｗ
i
n
―
w
i
n
の
体
制

を
強
化
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
関
西
圏
で
扱
っ
て
い
る
パ
ナ
ソ

ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
の
製
品
の
量
は
、
月
間

で
ト
ラ
ッ
ク
約
1
万
8
千
台
に
相
当
し

ま
す
。
そ
れ
ら
は
ま
ず
関
西
地
域
の
複
数

の
物
流
拠
点
に
運
び
込
ま
れ
ま
す
。
家
電

は
兵
庫
県
尼
崎
市
、
住
宅
建
材
は
京
都
府

久
御
山
町
、
照
明
・
エ
ア
コ
ン
・
給
湯
器
な

ど
は
2
0
2
5
年
2
月
に
新
設
し
た
京
都

府
京
田
辺
市
の
大
規
模
物
流
セ
ン
タ
ー
に

入
り
、
そ
こ
か
ら
関
西
エ
リ
ア
、
中
四
国
、

中
部
地
方
へ
と
輸
送
し
ま
す
。

物
流
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
に
お
い
て
幹
線

輸
送
は
主
軸
な
の
で
、
関
西
圏
の
主
要
都

市
部
を
網
羅
し
た
阪
神
高
速
道
路
は
必
要

不
可
欠
な
イ
ン
フ
ラ
と
捉
え
て
い
ま
す
。

ま
た
材
料
の
調
達
先
は
国
内
と
海
外
が

あ
り
、
Ｐ
Ｅ
Ｘ
の
物
流
部
門
で
は
、
海
外

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ナ
ル

エ
ク
セ
レ
ン
ス
株
式
会
社
（
以
下
、
Ｐ
Ｅ

Ｘ
）
は
、
2
0
2
2
年
４
月
に
パ
ナ
ソ
ニ

ッ
ク
が
新
た
な
グ
ル
ー
プ
体
制
へ
と
移
行

し
た
際
に
、
グ
ル
ー
プ
各
社
の
コ
ー
ポ
レ

ー
ト
業
務
を
専
門
的
に
担
う
会
社
と
し
て

設
立
さ
れ
ま
し
た
。

グ
ル
ー
プ
8
社
の
う
ち
7
社
で
は
、
暮

ら
し
に
身
近
な
家
電
を
は
じ
め
、
映
像
や

音
響
、
住
宅
建
材
や
設
備
、
ハ
ー
ド
ウ
ェ

ア
や
ソ
フ
ト
ウ
ェ
ア
、
電
気
部
品
や
多
種

多
様
な
電
池
な
ど
、
バ
ラ
エ
テ
ィ
ー
豊
か

な
構
成
で
、
製
造
販
売
と
研
究
開
発
を
行

っ
て
い
ま
す
。
こ
れ
ら
の
事
業
会
社
が
各

産
業
に
し
っ
か
り
と
向
き
合
い
、
競
争
力

を
研
ぎ
澄
ま
し
て
い
け
る
よ
う
、
私
た
ち

Ｐ
Ｅ
Ｘ
で
は
、
人
事
、
経
理
、
法
務
、
物

流
な
ど
の
事
業
と
い
っ
た
事
業
を
支
え
る

各
種
機
能
を
集
結
さ
せ
、業
務
の
高
度
化
、

効
率
化
を
図
る
こ
と
で
グ
ル
ー
プ
全
体
の

調
達
輸
入
の
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て

い
ま
す
。
神
戸
港
と
大
阪
港
に
コ
ン
テ
ナ

で
到
着
し
た
材
料
は
、
兵
庫
県
西
宮
市
の

物
流
拠
点
に
集
め
ら
れ
、
そ
こ
か
ら
各
地

へ
輸
送
さ
れ
ま
す
。
海
路
・
陸
路
の
ト
ー

タ
ル
な
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
縮
が
テ
ー
マ

と
な
る
の
で
、
阪
神
高
速
道
路
の
大
阪
湾

岸
道
路
西
伸
部
を
は
じ
め
、
今
後
の
延
伸

計
画
に
は
非
常
に
期
待
し
て
い
ま
す
。

輸
送
の
安
全
と
品
質
を
よ
り
高
め
て
い

く
た
め
に
は
、
突
発
的
な
状
況
へ
の
対
応

が
大
き
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
一
つ
は
事
故

渋
滞
や
積
雪
・
荒
天
に
よ
る
通
行
止
め
な

ど
の
情
報
を
、
い
か
に
タ
イ
ム
リ
ー
に
入

手
し
、
そ
の
対
応
を
即
座
に
お
客
さ
ま
に

伝
え
ら
れ
る
か
と
い
う
と
こ
ろ
。
官
民
が

連
携
し
て
、
道
路
管
理
者
が
発
信
す
る
情

報
を
ダ
イ
レ
ク
ト
に
民
の
運
行
シ
ス
テ
ム

に
反
映
で
き
る
よ
う
な
状
態
が
望
ま
し
い

と
考
え
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
大
地
震
な
ど
の
災
害
時
で

す
。
Ｂ
Ｃ
Ｐ
（
事
業
継
続
計
画
）
の
観
点

か
ら
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
シ
ス
テ
ム
を
導

入
し
て
い
ま
す
。
地
震
が
起
き
た
と
き
、

成
長
に
貢
献
し
て
い
ま
す
。

そ
の
中
で
物
流
部
門
は
、
各
事
業
会
社

が
製
造
し
た
モ
ノ
の
供
給
に
お
い
て
、
不

可
欠
な
業
務
で
す
。
日
本
全
国
、
そ
し
て

グ
ロ
ー
バ
ル
に
広
が
る
市
場
へ
と
製
品
を

お
届
け
す
る
た
め
に
、
輸
送
会
社
と
の
窓

口
や
、
貿
易
に
必
要
な
税
関
手
続
な
ど
を

担
っ
て
い
ま
す
。
業
務
上
、
最
も
重
視
し

て
い
る
こ
と
は
、
輸
送
の
安
全
と
品
質
で

す
。
物
流
部
門
は
パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク
の
モ
ノ

づ
く
り
の
「
ア
ン
カ
ー
（
最
終
走
者
）
役
」。

お
客
さ
ま
の
も
と
へ
製
品
が
遅
延
や
破
損

な
く
正
確
に
届
く
こ
と
を
最
優
先
と
し
、
そ

の
う
え
で
コ
ス
ト
競
争
力
を
鍛
え
て
い
く

こ
と
を
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
使
命
を
果
た
す
た
め
に
、
パ

ー
ト
ナ
ー
で
あ
る
輸
送
会
社
と
の
協
力
体

制
は
必
須
で
す
。
そ
の
た
め
物
流
業
界
の

2
0
2
4
年
問
題
対
策
に
も
、
荷
主
と
し

て
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
荷
待

ち
時
間
や
納
品
時
間
な
ど
、
ド
ラ
イ
バ
ー

の
拘
束
時
間
を
軽
減
で
き
る
よ
う
従
来
の

条
件
の
見
直
し
の
ほ
か
、
高
速
道
路
料
金

執行役員 
物流本部　本部長  
安藤 健太郎 氏

パナソニックグループの運営を支援するプロフェッショナル集団における
物流部門のスペシャリストに高速道路に求める役割や期待を伺いました

対
象
ト
ラ
ッ
ク
や
輸
送
会
社
の
状
況
が
瞬

時
に
掴
め
る
仕
組
み
で
す
。
そ
こ
に
災
害

時
の
交
通
情
報
を
提
供
し
て
い
た
だ
き
、

さ
ら
に
積
雪
や
事
故
の
状
況
と
い
っ
た
リ

ア
ル
タ
イ
ム
な
情
報
も
加
え
ら
れ
た
ら
、

理
想
的
で
す
。

日
本
は
自
然
災
害
が
多
い
国
。
パ
ナ
ソ

パナソニックオペレーショナルエクセレンス株式会社

取
引
先
の
方
々
と
事
業
方
針
を
共
有
し
、

意
見
交
換
の
場
を
持
っ
て
い
ま
す
。
阪
神

高
速
道
路
を
は
じ
め
と
し
た
道
路
管
理
者

と
も
、
オ
ペ
レ
ー
シ
ョ
ン
シ
ス
テ
ム
を
一

緒
に
検
討
す
る
よ
う
な
協
業
が
で
き
れ
ば
、

物
流
は
も
ち
ろ
ん
、
社
会
の
レ
ジ
リ
エ
ン

ス
強
化
に
つ
な
が
る
と
考
え
て
い
ま
す
。

ニ
ッ
ク
グ
ル
ー
プ
は
国
内
に
多

く
の
拠
点
が
あ
る
た
め
、
こ
れ

ま
で
に
被
災
し
た
経
験
も
あ

り
、
そ
の
際
に
は
助
け
て
い
た

だ
い
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

今
後
は
災
害
時
の
安
全
対
策
や

被
災
し
た
地
域
へ
の
応
援
を
い

ち
早
く
で
き
る
よ
う
に
、
社
内

で
ル
ー
ル
や
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
整

備
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ

う
し
た
こ
と
で
被
災
地
の
方
々

に
対
し
て
、
よ
り
タ
イ
ム
リ
ー

な
サ
ポ
ー
ト
が
で
き
る
と
思
い

ま
す
。
何
か
一
つ
の
問
題
が
起

き
た
と
き
、
ど
こ
に
ど
う
影
響

す
る
の
か
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン

し
、
対
策
を
と
る
こ
と
が
重
要

で
す
。

ま
た
、
年
2
回
、
パ
ー
ト
ナ

ー
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
を
開
催
し
、

コ
ー
ポ
レ
ー
ト
業
務
に
特
化
し

グ
ル
ー
プ
全
体
を
成
長
へ
導
く

日
頃
か
ら
の
情
報
共
有
が

非
常
時
に
力
を
発
揮

阪
神
高
速
道
路
は

円
滑
な
物
流
に
不
可
欠

柔
軟
な
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
が

課
題
解
決
の
カ
ギ
を
握
る
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さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。
私
は
イ
ン
フ
ラ
の
中

で
道
が
一
番
大
事
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
地
域
に
あ
る
企
業
は
阪
神
高
速
道
路

を
使
わ
な
い
と
成
立
し
ま
せ
ん
。
納
品
に

も
材
料
調
達
に
も
、
い
わ
ば
生
命
線
で
す

よ
ね
。

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
整
備
で
は
、
淀
川
左

岸
線（
2
期
）の
整
備
動
向
に
注
目
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
接
続
と
い
う
意
味
で
は
信

濃
橋
渡
り
線
の
開
通
な
ど
は
本
当
に
便
利

に
な
っ
た
と
評
価
し
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
神
戸
方
面
へ
は
湾
岸
線
で
す
。

大
阪
湾
岸
道
路
西
伸
部
の
整
備
に
は
期
待

し
て
い
ま
す
。
や
は
り
工
業
団
地
が
真
ん

中
に
位
置
し
て
い
ま
す
か
ら
。
大
口
の
取

引
先
が
あ
る
鳴
門
方
面
に
行
く
機
会
も
多

い
で
す
し
、
西
伸
部
の
整
備
に
よ
る
渋
滞

当
社
は
ボ
ー
イ
ン
グ
社
認
定
工
場
で
あ

り
、
最
新
鋭
機
の
機
体
部
品
製
作
加
工
な

ど
の
金
属
加
工
や
、
炭
素
繊
維
複
合
材
料

（
C
F
R
P
）
の
加
工
を
柱
と
し
た
会
社

で
す
。
ま
た
、
航
空
機
部
品
製
造
で
培
っ

た
技
術
と
品
質
保
証
を
生
か
し
、
航
空
機

業
界
以
外
の
多
方
面
の
モ
ノ
づ
く
り
に
も

挑
戦
し
て
い
ま
す
。

目
指
す
は
「
最
強
の
中
小
企
業
」。「
最

強
」
と
は
「
潰
れ
な
い
会
社
」
と
い
う
意

味
合
い
を
込
め
て
い
ま
す
。
潰
れ
な
い
会

社
に
な
る
た
め
の
多
角
化
展
開
の
軸
と
な

る
の
は
医
療
・
食
品
・
イ
ン
フ
ラ
で
す
。

ど
の
事
業
も
絶
対
的
に
安
全
性
が
重
視
さ

れ
、
品
質
保
障
が
最
優
先
さ
れ
る
点
が
共

通
し
て
い
ま
す
。

具
体
的
に
は
大
阪
公
立
大
学
と
「
医
療

コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム
」
を
設
立
し
た
り
、
食

品
加
工
大
手
飲
食
チ
ェ
ー
ン
店
か
ら
の
依

頼
で
軟
骨
剥
ぎ
取
り
装
置
な
ど
の
開
発
を

緩
和
は
ビ
ジ
ネ
ス
の
拡
大
に
も
つ
な
が
り

ま
す
。

構
造
物
の
長
寿
命
化
に
向
け
た
14
号
松

原
線
の
取
り
組
み
は
良
か
っ
た
。
地
域
に

と
っ
て
通
行
止
め
に
よ
る
渋
滞
な
ど
の
不

都
合
が
あ
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
周
辺

住
民
の
理
解
が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。
関

西
で
い
う
前
向
き
な
意
味
の
「
し
ゃ
ー
な

い
」、
頑
張
っ
て
と
い
う
意
味
の
エ
ー
ル

が
あ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

阪
神
高
速
道
路
の
道
路
老
朽
化
対
策
な

ど
は
も
っ
と
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
、
目
の

前
で
実
際
に
現
場
を
見
て
も
ら
う
こ
と
も

大
切
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
重
要
な
の

に
地
味
で
目
立
た
な
い
か
ら
。

大
阪
ら
し
い
形
の
発
信
が
あ
っ
て
も
い

い
の
で
は
と
思
い
ま
す
。
普
通
の
日
常
業

務
を
面
白
く
伝
え
て
み
る
、た
と
え
ば「
橋

は
と
て
も
高
く
て
点
検
す
る
の
は
実
は
す

ご
く
怖
い
」。
そ
ん
な
自
虐
ネ
タ
も
と
き

に
は
交
え
て
自
分
が
や
っ
て
い
る
こ
と
が

ど
う
役
立
っ
て
い
る
か
を
多
く
の
人
に
知

っ
て
も
ら
う
こ
と
は
、
仕
事
の
モ
チ
ベ
ー

シ
ョ
ン
に
な
り
ま
す
よ
ね
。

手
掛
け
る
な
ど
、
中
小
企
業
な
ら
で
は

の
機
動
力
を
発
揮
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

当
社
の
創
業
（
1
9
6
1
年
）
当
時
は
、

ま
さ
に
社
会
資
本
が
全
国
に
普
及
し
て
い

く
時
代
で
し
た
。
今
後
は
こ
れ
ら
の
老
朽

化
問
題
に
も
注
力
し
て
い
き
た
い
と
思
っ

て
い
ま
す
。

当
社
は
阪
神
高
速
道
路
と
一
緒
に
発
展

し
て
き
た
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
す
。
振

り
返
る
と
、
1
9
9
0
年
代
初
頭
か
ら

大
手
取
引
先
と
の
往
来
で
頻
繁
に
利
用
す

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。
直
近
で
は
、
２

年
前
に
奈
良
県
川
西
町
の
会
社
と
資
本
提
携

し
、
さ
ら
に
利
用
頻
度
が
増
え
ま
し
た
。

30
年
前
、
現
本
社
工
場
に
移
転
し
て
き

た
折
に
阪
神
・
淡
路
大
震
災
が
発
生
し
ま

し
た
。
多
く
の
イ
ン
フ
ラ
が
打
撃
を
受
け

た
な
か
で
復
興
を
支
え
て
く
れ
た
の
は
道

路
で
し
た
。
道
が
あ
る
か
ら
つ
な
が
っ
て

い
く
。
そ
ん
な
当
た
り
前
の
こ
と
を
実
感

代表取締役社長
青木理 氏

発
信
す
る
こ
と
で
フ
ァ
ン
作
り
に
も
つ

な
げ
て
い
け
る
と
思
い
ま
す
。
高
速
道
路

は
当
た
り
前
に
あ
る
存
在
、
当
た
り
前
に

利
用
し
、
お
金
を
払
う
も
の
で
す
が
、
私

は
そ
こ
に
「
あ
り
が
と
う
感
」
が
も
っ
と

芽
生
え
た
ら
い
い
と
思
い
ま
す
。

東
大
阪
地
域
に
根
ざ
し
た
企
業
と
し

て
、
中
・
高
生
へ
の
工
場
見
学
の
受
け
入

れ
な
ど
、
モ
ノ
づ
く
り
の
魅
力
を
伝
え
る

活
動
を
積
極
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。
日
本

は
モ
ノ
づ
く
り
が
支
え
て
き
た
と
思
い
ま

す
。「
日
本
っ
て
あ
ん
ま
り
資
源
な
い
国

っ
て
知
っ
て
い
る
?
資
源
が
な
か
っ
た
ら

何
を
売
る
？
」
と
子
供
た
ち
に
問
い
か
け

ま
す
。
モ
ノ
づ
く
り
の
現
場
を
将
来
の
職

業
の
選
択
肢
と
し
て
考
え
て
も
ら
え
る
き

っ
か
け
に
な
れ
ば
と
。
受
け
入
れ
は
現
場

の
ス
タ
ッ
フ
に
と
っ
て
も
プ
ラ
ス
で
す
。

自
分
た
ち
で
は
日
々
の
さ
さ
い
な
こ
と
だ

と
思
っ
て
い
て
も
、「
わ
ぁ
す
ご
い
っ
」

と
子
供
ら
が
目
を
輝
か
せ
て
反
応
し
て
く

れ
る
の
で
、と
て
も
士
気
が
あ
が
り
ま
す
。

信
じ
合
う
も
の
同
士
が
集
ま
れ
ば
、
自
然

と
成
功
す
る
も
の
だ
と
考
え
て
い
ま
す
。

で
も
、
今
の
時
代
で
は
「
信
じ
合
う
」
と

い
う
こ
と
が
難
し
く
な
っ
た
、
現
代
社
会

は
「
疑
う
」
こ
と
が
当
た
り
前
に
な
っ
て

い
る
風
潮
が
あ
る
と
感
じ
ま
す
し
。

特
に
今
の
若
い
世
代
に
対
し
て
は
教
育

が
必
要
だ
と
感
じ
て
い
ま
す
。
私
た
ち
の

世
代
が
し
っ
か
り
と
受
け
止
め
、
教
育
し

て
い
く
必
要
が
あ
る
。
人
に
教
え
ら
れ
る

よ
う
な
立
場
で
は
な
い
で
す
が
、
当
社
が

そ
の
受
け
皿
に
な
る
つ
も
り
で
す
。

企
業
は
学
校
教
育
の
延
長
線
上
に
あ

り
、「
企
業
は
教
育
の
最
後
の
砦
」。
高
速

道
路
の
よ
う
に
当
た
り
前
に
あ
る
も
の
と

そ
れ
に
関
わ
る
人
々
に
対
し
て
感
謝
し
、

ま
た
感
謝
で
き
る
人
、
想
像
で
き
る
人
を

育
て
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

CFRP加工作業現場

航空機の金属加工部品

阪
神
高
速
道
路
と
と
も
に
発
展

利
用
し
な
け
れ
ば
成
立
し
な
い

目
立
た
な
い
道
路
の
老
朽
化
対
策

大
阪
ら
し
い
発
信
に
期
待
も

航
空
機
部
品
製
造
で
培
っ
た
技
術

目
指
す
は「
最
強
の
中
小
企
業
」

当
た
り
前
に
あ
る
道
路
に
も

感
謝
で
き
る
人
を
育
て
た
い

阪
神
高
速
道
路
と
一
緒
に
発
展
す
る

「
最
強
の
中
小
企
業
」へ
の
挑
戦

淀川左岸線整備（2期）の整備に寄せる期待、
老朽化対策の重要性などについて伺いました

株式会社アオキ
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ど
の
時
間
帯
に
買
っ
て
い
た
だ
い
て

も
、
出
来
立
て
の
お
い
し
さ
を
提
供
で
き

る
よ
う
、
当
社
で
は
生
地
（
ネ
タ
）
や

餡
（
カ
ヤ
ク
）
を
工
場
か
ら
各
店
に
１
日

複
数
回
運
ん
で
い
ま
す
。
5
5
1
の
特
徴

的
な
豚
ま
ん
の
皮
の
甘
み
と
モ
チ
モ
チ
感

は
、
ネ
タ
の
発
酵
状
態
が
命
。
そ
れ
は
作

り
置
き
で
き
な
い
も
の
で
す
。
そ
の
た
め

工
場
で
は
、
す
ぐ
に
使
え
る
も
の
、
１
時

間
後
や
3
時
間
後
に
使
え
る
も
の
と
い
う

よ
う
に
、
発
酵
状
態
の
違
う
3
種
類
の
ネ

タ
を
用
意
し
て
い
ま
す
。

「
食
べ
も
の
は
出
来
立
て
が
一
番
！
」。

5
5
1
Ｈ
Ｏ
Ｒ
Ａ
Ｉ
の
こ
の
信
条
は
、
創

設
者
の
羅
邦
強
（
ら
ほ
う
き
ょ
う
）
が
、

同
じ
台
湾
出
身
の
仲
間
２
人
と
１
９
４
５

（
昭
和
20
）年
に「
蓬
莱
食
堂
」
を
始
め
た

頃
か
ら
の
想
い
で
す
。
創
業
当
時
は
カ
レ

ー
ラ
イ
ス
を
提
供
し
て
い
た
の
で
す
が
、

売
り
上
げ
が
伸
び
悩
ん
だ
と
き
、
創
業
者

は
故
郷
の
味
で
あ
る
慢
頭
（
ま
ん
と
う
）

が
神
戸
の
南
京
町
で
売
ら
れ
て
い
た
こ
と

を
ヒ
ン
ト
に
、
大
阪
の
人
の
口
に
合
う
よ

う
に
材
料
や
味
付
け
を
工
夫
し
、「
豚
ま

ん
」
と
し
て
創
業
の
翌
年
か
ら
売
り
出
し

ま
し
た
。
そ
の
後
、
実
演
販
売
も
開
始
し

て
、
ア
ツ
ア
ツ
を
お
土
産
と
し
て
持
ち
帰

っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
に
な
り
、
大
阪
の

皆
さ
ま
に
た
ち
ま
ち
人
気
を
博
し
た
と
聞

い
て
い
ま
す
。
や
が
て
創
設
仲
間
の
３
人

は
そ
れ
ぞ
れ
独
立
し
、１
９
６
４（
昭
和
39
）

年
に
株
式
会
社
蓬
莱
が
発
足
し
ま
し
た
。

各
店
舗
で
は
曜
日
や
天
候
、
ラ
イ
ブ
や

ス
ポ
ー
ツ
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
に
、
経

験
則
を
プ
ラ
ス
し
て
ネ
タ
の
種
類
と
量
を

決
め
て
工
場
に
注
文
し
ま
す
。
注
文
は
配

送
の
ト
ラ
ッ
ク
が
出
発
す
る
１
時
間
前
ま

で
受
け
付
け
、
工
場
か
ら
は
配
送
を
依
頼

し
て
い
る
木
津
運
送
さ
ん
が
、
23
台
の
ト

ラ
ッ
ク
を
走
ら
せ
、
約
60
店
舗
に
1
日
平

均
3
〜
4
便
、
多
い
と
き
に
は
5
便
目
を

出
し
て
届
け
て
い
ま
す
。こ
う
し
た
体
制
は
、

店
舗
・
工
場
・
配
送
、三
者
の
連
係
プ
レ
ー

が
あ
っ
て
初
め
て
成
り
立
つ
も
の
で
す
。

こ
の
臨
機
応
変
で
、
き
め
細
か
な
食
材

の
供
給
を
年
間
通
じ
て
継
続
す
る
こ
と

に
よ
り
、お
い
し
さ
を
守
り
続
け
て
い
ま
す
。

ま
た
、
お
客
さ
ま
に
品
切
れ
で
ご
迷
惑
を

お
掛
け
す
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
さ
ら
に
食

品
ロ
ス
を
で
き
る
限
り
抑
え
ら
れ
る
よ
う

な
商
品
提
供
の
実
現
に
努
め
て
い
ま
す
。

工
場
と
店
舗
の
往
復
時
間
の
予
測
は
必

須
。
そ
れ
を
可
能
に
す
る
の
が
阪
神
高
速

道
路
を
は
じ
め
と
す
る
道
路
網
で
す
。
現

在
の
工
場
は
三
代
目
に
な
り
ま
す
が
、
歴

代
の
い
ず
れ
の
工
場
も
浪
速
区
内
で
し

現
在
当
社
で
は
、
主
力
の
豚
ま
ん
を
は

じ
め
、
焼
餃
子
、
ア
イ
ス
キ
ャ
ン
デ
ー
な

ど
の
製
造
販
売
と
、
チ
ャ
イ
ニ
ー
ズ
レ
ス

ト
ラ
ン
の
経
営
を
関
西
圏
で
行
う
ほ
か
、

通
販
や
全
国
の
百
貨
店
な
ど
で
の
催
事
販

売
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
創
業
か
ら
80
年

の
歩
み
と
と
も
に
規
模
は
拡
大
し
て
き
ま

し
た
が
、
お
い
し
さ
を
お
届
け
す
る
こ
だ

わ
り
は
そ
の
ま
ま
。
自
分
が
食
べ
る
立
場

で
作
り
、
自
分
が
買
う
立
場
で
お
客
さ
ま

に
接
し
、
常
に
お
客
さ
ま
の
身
に
な
っ
て

仕
事
に
取
り
組
み
、「
食
」
を
通
し
て
人

を
幸
せ
に
し
た
い
と
い
う
創
業
者
の
想
い

を
、
会
社
の
方
針
と
し
て
受
け
継
い
で
い

ま
す
。

そ
れ
が
「
鮮
度
最
優
先
」
と
い
う
モ
ッ

ト
ー
と
な
り
、
大
阪
市
浪
速
区
の
工
場
か

ら
1
5
0
分
圏
内
に
限
定
し
た
店
舗
展

開
や
、
豚
ま
ん
を
一
つ
ひ
と
つ
お
客
さ
ま

が
見
て
い
る
前
で
手
包
み
で
仕
上
げ
、
出

来
立
て
を
お
渡
し
す
る
と
い
う
実
演
販
売

の
ス
タ
イ
ル
を
守
り
続
け
る
こ
と
に
つ
な

が
っ
て
い
ま
す
。

左から 

株式会社 蓬莱 営業部営業支援課 係長 八田 実紀 氏
株式会社551蓬莱 製造部係長 友野 英昭 氏
木津運送株式会社 常務取締役 西村 英二 氏
木津運送株式会社 主任 桐島 良一 氏

551の豚まんでおなじみの株式会社蓬莱に、関西限定の出店方針と、
食材輸配送に不可欠な高速道路ネットワークへのお考えを伺いました

鮮
度
最
優
先
を
モ
ッ
ト
ー
に

ア
ツ
ア
ツ
を
実
演
販
売

５
５
１
の
お
い
し
さ
を
支
え
る

臨
機
応
変
な
連
係
プ
レ
ー

阪
神
高
速
道
路
の
整
備
と
と
も
に

関
西
圏
で
店
舗
を
拡
大

た
。
阪
神
高
速
道
路
へ
の
ア
ク
セ
ス
が
よ

く
、
事
業
の
要
で
も
あ
る
配
送
路
線
を
変

え
な
い
よ
う
に
と
い
う
狙
い
が
あ
っ
た
か

ら
で
す
。　
　

現
在
の
工
場
か
ら
は
「
湊
町
」
を
は
じ

め
と
し
た
阪
神
高
速
道
路
の
出
入
口
を
使

株式会社　蓬莱

の
感
謝
が
尽
き
ま
せ
ん
。
3
6
5
日
安

定
し
た
配
送
を
維
持
で
き
て
い
る
の
は
阪

神
高
速
道
路
の
み
な
さ
ん
の
お
か
げ
だ
と

実
感
し
て
い
ま
す
。

近
年
で
は
大
和
川
線
の
開
通
で
、
工
場

か
ら
東
方
面
へ
の
所
要
時
間
が
20
分
以
上

短
縮
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
周
辺
道

路
の
混
雑
も
緩
和
さ
れ
ま
し
た
。
ま
さ
に

阪
神
高
速
道
路
の
整
備
と
と
も
に
店
舗
の

拡
大
が
進
む
と
い
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り

ま
せ
ん
。今
後
も〝
工
場
か
ら
1
5
0
分
圏
〞

が
広
が
れ
ば
、
新
た
な
出
店
も
増
え
る
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。
関
西
の
皆
さ
ま
が
豚
ま

ん
を
食
べ
た
い
と
き
、
よ
り
身
近
な
地
域

で
出
来
立
て
の
お
い
し
さ
を
お
届
け
で
き

る
よ
う
、
阪
神
高
速
道
路
の
こ
れ
か
ら
の

発
展
に
も
期
待
し
て
い
ま
す
。

551の豚まん・焼売・焼餃子

豚まんは全て手包みしています

ネタのミキシング

い
分
け
、
大
阪
、
兵
庫
、
京
都
の
ほ
か
、

遠
方
で
は
奈
良
県
の
橿
原
市
、
和
歌
山
県

の
和
歌
山
市
、
滋
賀
県
の
草
津
市
の
店
舗

ま
で
配
送
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
原
材
料

も
、
野
菜
の
産
地
や
食
肉
工
場
か
ら
毎
日

ト
ラ
ッ
ク
で
決
ま
っ
た
時
間
に
食
材
が
運

び
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

だ
か
ら
こ
そ
、
日
頃
か
ら
高
速
道
路
の

落
下
物
を
回
収
し
て
く
だ
さ
っ
た
り
、
老

朽
化
対
策
に
伴
う
工
事
を
行
っ
た
り
と
、

命
懸
け
で
管
理
作
業
し
て
く
だ
さ
る
方
へ

変
わ
ら
な
い
豚
ま
ん
の
お
い
し
さ
を

３
６
５
日
お
届
け
す
る
た
め
に
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を
高
め
て
い
く
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
の
蓄
積

を
大
阪
全
体
の
観
光
の
強
化
に
生
か
し
た

い
と
、
大
阪
府
・
市
と
の
連
携
を
密
に
し

て
い
ま
す
。「
大
阪
来
て
な
！
キ
ャ
ン
ペ

ー
ン
」
に
参
加
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
企
画
や

イ
ベ
ン
ト
で
盛
り
上
げ
な
が
ら
、
ゲ
ス
ト

を
い
か
に
Ｕ
Ｓ
Ｊ
か
ら
大
阪
府
・
市
内

（
以
下
、
府
・
市
内
）の
周
遊
へ
、
ま
た
府
・

市
内
か
ら
Ｕ
Ｓ
Ｊ
へ
の
来
訪
に
つ
な
げ
る
か

と
い
う
施
策
も
自
治
体
や
観
光
事
業
者
の

皆
さ
ま
と
検
討
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

Ｕ
Ｓ
Ｊ
は
、
関
東
や
中
京
方
面
か
ら
車

で
来
場
さ
れ
る
ゲ
ス
ト
は
も
ち
ろ
ん
、
関

西
国
際
空
港
か
ら
バ
ス
で
来
ら
れ
る
ゲ
ス

ト
も
多
く
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
そ
う
し

た
方
々
に
府
・
市
内
で
円
滑
に
周
遊
し
て

い
た
だ
く
た
め
に
、
阪
神
高
速
道
路
は
必

要
で
す
。
高
速
道
路
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
し

っ
か
り
と
維
持
・
管
理
し
て
い
た
だ
く
こ

と
や
、
新
規
路
線
の
延
伸
事
業
の
推
進
、

ま
た
そ
れ
を
生
か
し
た
高
速
バ
ス
な
ど
の

交
通
手
段
の
整
備
が
非
常
に
重
要
に
な
っ

て
く
る
と
考
え
ま
す
。

今
後
の
観
光
都
市
の
推
進
に
は
、
人
材

の
育
成
も
不
可
欠
で
す
。
地
域
へ
の
貢
献

活
動
の
一
つ
と
し
て
、
大
阪
公
立
大
学
で

の
通
年
講
義
な
ど
も
行
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
大
阪
府
育
英
会
と
連
携
し
た
返
済
不

要
の
奨
学
金
制
度
の
ほ
か
、
2
0
2
5
年

１
月
に
は
、
チ
ャ
リ
テ
ィ
グ
ッ
ズ
の
売
上

の
一
部
、約
4
0
0
万
円
を
大
阪
府
の「
子

ど
も
輝
く
未
来
基
金
」へ
寄
付
す
る
な
ど
、

次
世
代
の
応
援
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

大
阪
・
関
西
万
博
の
会
期
中
、
阪
神
高

速
道
路
の
淀
川
左
岸
線（
２
期
）
が
暫
定

的
に
開
通
し
、
万
博
会
場
へ
の
ア
ク
セ
ス

ル
ー
ト
と
し
て
、
シ
ャ
ト
ル
バ
ス
が
運
行

さ
れ
て
い
ま
す
。
お
客
さ
ま
の
ス
ム
ー
ズ

な
移
動
を
可
能
に
す
る
だ
け
で
な
く
、
市

街
地
へ
の
車
両
の
流
入
を
抑
え
、
渋
滞
回

避
効
果
も
見
込
ま
れ
る
で
し
ょ
う
。

ま
た
、
高
速
道
路
は
な
く
て
は
な
ら
な

い
イ
ン
フ
ラ
で
あ
り
、
将
来
を
視
野
に
入

れ
た
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
も
重
要
だ
と
思
っ
て

い
ま
す
。
Ｕ
Ｓ
Ｊ
で
も
、
安
全
を
第
一
に

年
間
で
非
常
に
多
く
の
施
設
設
備
の
メ
ン

テ
ナ
ン
ス
を
行
っ
て
お
り
、
ど
の
ア
ト
ラ

な
い
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ
の
根
源
的
な
価
値
で
す
。

そ
の
価
値
を
ゲ
ス
ト
（
Ｕ
Ｓ
Ｊ
を
訪
れ
る

お
客
さ
ま
）
に
届
け
る
ク
ル
ー
（
Ｕ
Ｓ
Ｊ

で
働
く
仲
間
）
に
は
、「CR

EW
 is the 

N
o.1 A

ttraction!

」
と
い
う
合
言
葉
が

あ
り
ま
す
。
ゲ
ス
ト
へ
の
積
極
的
な
コ
ミ

ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
り
、
驚
き
や
感
動

を
生
む
こ
と
で
、
ク
ル
ー
そ
の
も
の
が
最

高
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
に
な
る
と
い
う
意

味
で
す
。
た
と
え
ば
、
パ
ー
キ
ン
グ
チ
ー

ム
は
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ
に
車
で
来
場
さ
れ
た
ゲ
ス

ト
が
最
初
に
出
会
う
ク
ル
ー
で
す
。
彼
ら

は
車
両
を
安
全
に
誘
導
す
る
こ
と
が
仕
事

で
す
が
、
パ
ー
ク
に
着
い
た
瞬
間
か
ら
ワ

ク
ワ
ク
し
て
も
ら
お
う
と
、
霧
吹
き
で
地

面
に
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
描
く
ス
プ
レ
ー
ア

ー
ト
を
披
露
し
て
い
ま
す
。

こ
う
し
た
感
動
体
験
を
さ
ま
ざ
ま
な
形

で
提
供
し
、
満
足
度
を
き
ち
ん
と
調
査
し

て
、
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
導
入
に
つ
な
げ

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
に
パ
ー
ク
と
し
て

成
長
し
続
け
る
こ
と
が
、
ゲ
ス
ト
に
「
ま

た
来
た
い
」
と
思
っ
て
い
た
だ
け
る
魅
力

ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
・
ス
タ
ジ
オ
・
ジ
ャ
パ

ン
（
以
下
Ｕ
Ｓ
Ｊ
）
が
、
映
画
の
世
界
と

い
う
非
日
常
を
体
感
で
き
る
テ
ー
マ
パ
ー

ク
と
し
て
、
大
阪
市
此
花
区
の
ベ
イ
エ
リ

ア
に
開
業
し
た
の
が
2
0
0
1
年
の
こ

と
で
す
。
観
光
戦
略
を
重
視
し
た
大
阪
市

の
都
市
計
画
に
よ
り
、
Ｕ
Ｓ
Ｊ
の
開
業
に

合
わ
せ
、
Ｊ
Ｒ
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ
テ
ィ

駅
や
阪
神
高
速
道
路
の
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
シ

テ
ィ
出
口
と
い
っ
た
イ
ン
フ
ラ
も
整
備
さ

れ
ま
し
た
。

開
業
か
ら
20
余
年
、
世
の
中
は
大
き
く

変
わ
り
ま
し
た
。
特
に
2
0
1
0
年
以

降
、
イ
ン
バ
ウ
ン
ド
の
増
加
や
「
ク
ー
ル

ジ
ャ
パ
ン
」
の
推
進
に
よ
っ
て
、
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
コ
ン
テ
ン
ツ
の
価
値
が
高
ま
り
ま

し
た
。
当
パ
ー
ク
の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
や

シ
ョ
ー
で
も
、
そ
の
頃
か
ら
日
本
の
ア
ニ

メ
や
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
と
の
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ

ョ
ン
を
強
化
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
が
よ
り
身
近
で
便
利
な
も
の

と
な
り
、
動
画
や
音
楽
配
信
、
ゲ
ー
ム
な

ど
、
余
暇
の
選
択
肢
が
増
え
る
と
、
ト
レ

ン
ド
を
ジ
ャ
ン
ル
に
と
ら
わ
れ
ず
取
り
入

れ
る
事
業
方
針
に
転
換
、
2
0
2
1
年
に

は
、
ス
ー
パ
ー
・
ニ
ン
テ
ン
ド
ー
・
ワ
ー

ル
ド
を
オ
ー
プ
ン
さ
せ
て
い
ま
す
。

そ
の
間
、
コ
ロ
ナ
禍
も
あ
り
ま
し
た

が
、
そ
れ
が
逆
に
契
機
と
な
り
、
テ
ー
マ

パ
ー
ク
と
い
う
現
実
の
世
界
を
忘
れ
る
空

間
で
、
リ
ア
ル
に
家
族
や
友
人
と
楽
し
む

価
値
が
あ
ら
た
め
て
見
直
さ
れ
た
と
思
い

ま
す
。
こ
れ
は
開
業
以
来
ず
っ
と
変
わ
ら

いつ訪れても新鮮な楽しさがあるユニバーサル・スタジオ・ジャパン
ゲストを魅了し続ける理由と阪神高速道路への期待を伺いました

ト
レ
ン
ド
を
と
ら
え
る
視
点
と

ゲ
ス
ト
へ
の
変
わ
ら
ぬ
想
い

合同会社 ユー・エス・ジェイ

ク
シ
ョ
ン
が
い
つ
休
止
と
な
る
か
、
ゲ
ス

ト
へ
の
影
響
を
な
る
べ
く
少
な
く
す
る
よ

う
ス
ケ
ジ
ュ
ー
リ
ン
グ
し
、
通
行
止
め
な

ど
の
情
報
と
同
様
に
速
や
か
に
お
知
ら
せ

し
て
い
ま
す
。

大
阪
に
多
く
の
お
客
さ
ま
に
何
度
も
来

て
い
た
だ
き
、
た
く
さ
ん
の
場
所
を
訪
ず

れ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
ま
た
そ
の
中
で

Ｕ
Ｓ
Ｊ
が
こ
れ
か
ら
も
ず
っ
と
大
き
な
役

割
を
果
た
し
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
施
設
の

魅
力
や
利
便
性
、
安
全
性
な
ど
を
常
に
ア

ッ
プ
デ
ー
ト
し
、
最
大
限
の
満
足
度
を
提

供
し
続
け
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

2024年にオープンしたドンキーコング・カントリー
Ⓒ Nintendo
画像提供：ユニバーサル・スタジオ・ジャパン

左から
セキュリティ＆エマージェンシーマネジメント部
部長　有田 順一 氏
エクスターナル・アフェアーズ部
部長　萩庭 宏 氏

Universal Studios Japan TM & © Universal Studios. 
All rights reserved.

将
来
を
見
据
え
て
計
画
的
に

利
便
性
や
安
全
性
を
確
保

Ｕ
Ｓ
Ｊ
か
ら
観
光
都
市
・
大
阪
を

も
っ
と
盛
り
上
げ
て
い
き
た
い

絶
え
間
な
く
成
長
を
続
け
る
こ
と
が

ゲ
ス
ト
の
満
足
度
を
高
め
る



約244㎞
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豆知識 〈一般道路と比べて約5倍の大型車交通量〉
1日平均約70万台のお客さまにご利用いただいております。また、大型車の交通量は阪神都市圏

の一般道路の約5倍であり、物流の効率化に寄与するなど関西経済に大きく貢献しています。
阪神高速道路※1

13,165台
阪神都市圏の
一般道路※2

2,474台
出典：令和3年度 道路交通センサス
※１　阪神高速道路の大型車断面交通量の平均（平日）
※２　阪神都市圏の一般道路における大型車断面交通量の平均（平日）
注）阪神都市圏：大阪府・神戸市の全域と阪神間をあわせた地域をいう。

大型車の
交通量が
一般道路の

供用延長供用延長供用延長
の推移の推移の推移

2020 2010 2000 1990 1980 1970 1960

1962年 阪神高速道路公団設立

1981年
ポートアイランド街びらき

1994年
関西国際空港開港
1995年
阪神・淡路大震災

2005年
阪神高速道路株式会社が
設立
2006年
神戸空港開港

2025年
大阪・関西万博

1970年 大阪万博開催

約5倍

約221㎞
約153㎞

約103㎞

約258㎞

約74㎞

2025 2006

1994

1981

1970

（約118km）

（約200km）

（約234km）（約258km）

（約 74km）

北神戸線の開通など、神戸
地区のラダーネットワーク
整備が大きく進展

ネットワークの更なる強化
に向けて、大阪都市再生環
状道路などを整備

大阪・神戸都心部
での路線整備

3号神戸線が開通し、
大阪神戸間が接続

関西国際空港の開港に
あわせて、湾岸線が開通

【開港当時】

【開港当時】【提供：経済産業省】
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阪神高速ネットワークのあゆみ
これまで関西のまちづくりの発展とともに阪神高速ネットワークが順次拡大し、

関西の経済活動に大きく貢献しています。



凡例
営業中路線
事業中路線
他高速道路など
他高速道路など 事業中区間
計画路線（都市計画決定済）

淀川左岸線（２期・延伸部）
大阪都市圏の外周をネットワーク化すること
で、都心部に用事のない交通を外周に転換し、
交通を円滑にします。

大規模更新工事（喜連瓜破付近）
橋桁中央のヒンジ部の垂れ下がりの抜本的対策
として、2年 6か月にわたる通行止めを行い橋
梁架替え工事を実施しました。

大規模修繕工事（阿波座付近）
縦目地構造を解消し、安全性の向上、騒音の
低減のための桁の取替え工事を実施しました。

名神湾岸連絡線
名神高速道路の接続部で 3号神戸線と 5号湾
岸線を繋ぐことによって、交通量をバランス
よく分散させます。

大阪湾岸道路西伸部
慢性的に渋滞している3号神戸線に並走する５
号湾岸線を延伸することで、神戸沿岸部の時間
信頼性を向上し、代替性を確保します。
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阪神高速の建設・修繕・更新事業
今後も関西都市圏の発展のため高速道路ネットワークを拡大するとともに、既設構造物を

サステナブルなものとするため、リニューアルプロジェクトを推進しています。




